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伯書大山北麓地帯の地下水概査報告
o 清　島　信　之黄
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　　　　　　，1。緒　言

　昭和22年11月28日より12丹6日まで，大山北麓地

帯の地下水調査に從事した。この調査は，同年大阪出張

所員矢崎清貫に依り調査された西麓地帯に引続く隣接区

呂域の概査を実施したものである。

　　　　　　　2、概　説

　調査地域は阿彌陀川上流を中心として，東方は甲ノ川，

西方は佐陀川あ上流流域に亘る。附近地形地質一般は西

麓地帯に準ずるが，西に比し山丘・弧峯の起伏が多く，

扇状に開いた山麓裾野には大平・上ノ原・楓原・草谷

原・岩伏・清水原の各小準地がひらけている。これら低

地にほ西麓ζ同様に顯著な帯水暦に乏しく，給水源は標

高800～’1，000m地帯の高位地にし：か望めない。邑口ち地，

区別に考察すれば，次記の（窃）乃至（G）の三ヵ所となる。

　以上の如き観点に立つて概査を実施した結果ほ，「

　（泓）大平の南部高地の川床～’1揮2m聞

　菅繊支所
繋
，
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、

　川床～1，1鴛血峠に亘つて，処々に崖錐下底部よりの

湧水があるが局部的な大量の地下水の保有は期待し得わ

れない。川床東方’900m：B点附近よりg湧水は，洗下

するに從い水勢を糟加し，阿彌陀川の一支流をなし，流　・『

水は年中枯渇しなければ岩伏地区への給水源の対象とな

り得る。．

’（b）草谷原では阿彌陀川上流地域

　阿彌陀川水源の流水を拒する要点川床附近に於て何か

施設を行えば，有望な給水源を求めうる。邸ちE点に永
も

久的な堰堤を設置し，更に発電用「として利用すれば一石吃

二鳥となる。

　（C）上ノ原南部高地の傾斜の韓換地点

　標高850m阻近に湧水地G点があり，直ちに伏流し，

標高740m附近にて再び地表流となり，毫円山東麓下
の谷・川に流下する。師ちG点の湧水は崖錐下底部よりの

もので，直ちに主として火山砕屑物に被われる上ノ原に

入つて伏流するものと息わ麗る。G点の東方F谷の與域

ほ，可成ゆの緊水面積があ．り，崖錐下底部の地下保有水
一
は
補 助的役割を果し得る。・要するに本地区は緊水面積及

び帯水暦たる崖錐の分布は大であるが，降水を集緊し得

る凹地形に悪まれず，流水は分散浸透し， 顯著な給水源

が得難い。　　　　　　　　，　　　　　，　　　　、

　（b）棋原…・毫円山附近

　毫円山西麓り湧水は飲料水供給程度であづて，直ちに

平地に入つて伏洗水となるQ当地域には有望な給水源は

得られないQ

　　　　　　　　　　　　　　　　　疹　塔範囲に分散する各小平原に対レζはギ個々に給水漂、

を要求せざるを得ないのは当然であつて，総括すれば，’

前記の如ぐになる。，’

　　　　　　3，位置及び交逼

調査区域は、島取縣西伯郡大山村・、逢坂村及び上中山村

t一部に跨り．，山陰線大山口・御来屋・下市各駅へは12～

15kmを距て，，西方赤松，佐摩迄は米子市よりバスの便

がある。岩伏には香取農地開拓團の本部があり，各方面、

より林道が通じている◎

　　　　　　4．地　 形、

大山は火山学的にいえば，主として裾野を構成するア

　　　　、
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第　1　圖　　位　　置　　圃

スピーデと出頂部を構威するトロイデとの複合火山であ

ることは明らかであつて，調査域内の広く北方に開けた

恐裾野には比高200血内外の孤峰或いは台地性の丘陵が

　起伏し，東方、ま矢筈山一勝田山の山体が著しく北方

　に張出し，到る処絶壁・急崖が展望せられる。

　　河川の主なものには阿彌陀川と甲ノ川があり，前

ゾ者ほ三鈷峯に源を発し，西北流し飯戸山南麓に源を「

　発する支流及び大干北側に源を発し鍔抜山乖麓を迂

　回ずる支流を各々合せ日本海に注ぐo

　デ　1甲ノ川は矢筈山西腹に源を発し，上流は漢谷をな

　し，矢筈山一勝田山が北方に審きる処にある艦上山

　側下に到つて，・これより緩流して日本海春注ぐ。

　　　　　　　5．地　質
　　西麓地帯と向一の地質であづて，基盤をなす花謁1

　岩，これを覆う安山岩類とその火山埣屑物及び河床

　礫暦があるo・各岩石については詳述されているか

　ら，本項には岩石の分布について概述するQ［

　　基盤をなす花嵩岩及びアスピ［デを形成する紫蘇

　輝石安山岩は・火山埣屑物に蔽われて本地域には露

出を認めないo

潜晶質紫蘇舞石安山岩は上ノ原北方阿彌陀川本流及び

支洗の分布点附近の断崖に見られる。帯織色，堅徴にて

第2圖　　大・山北．麓地，形地質周

＼ 19一（暑79）
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箏3一圖ノ地質断面圖
含石英黒雲母輝石安山岩により被覆せられる。

　㌔大山トロ身デの主体をなす含石英黒雲母輝石安山岩

は・所謂御山熔岩と呼ばれる極めて粗髪な妥山岩であ

．、る。北麓裾野1と起伏する飯戸山・毫円山・鍔扱山・手飼

尾友び矢筈山一勝田山等の山峰を構成し，手飼尾及び勝一

田山北辺部では流紋構造が顯著である。

　火山砕屑物にぱ，、野・イデ火卑陣屑物とアスピーデ火

山砕屑物め2種があり1概ね前者は高地に，後者は低い

1裾野一幣を構成している。この両者は構成物及びその岩

種により区別せらるるが，分布区域の決定は困難である。

　崖錐は含石英黒雲母輝石安山岩が崩積したもので，大

山山麓に円心1伏に分布し，上ノ原・大亭の高地に発達す

るQP
　河床礫暦は特に陶彌陀川本流に発蓬がi著しい。

　　　　　　　6．水　理

　（我）．河川（水源と洗水）

　（イ！甲ノ川の加源は年筈山西麓標高馬000m附近に発

し，含石英黒雲母輝石安山岩の岩盤中を削流し谷は深

　く，「両岸は断崖をなし，流量流勢は盛んである。船上山

北麓低地に来れば，河床は開け緩かに流れる。

　（ロ）阿彌陀川は三鈷峯北，山腹東西2個所に源を発
一
し
り 1味附近では極度に狡められる熔岩の盗処を盗洗

　し，これより急に珂床は拡大し，含石英黒雲母輝石安山

、岩の河床礫（経20～50c狙の，もの）が鱈加し，東岸には

延豪み5km聞硯低い沖積ギ原がはじまるσ更に鍔抜山

西方に来れぼ，河流勾配も緩やかになり，礫は10’》20cm

のものとなる。

　阿彌陀lllは台地性の耳陵である手飼尾の東麓の標高》

900m、、と西麓標高750m附近に源を発し，』鍔抜山東方

にて合流し，更に圧内村に入つてから本流に入る支灘

と，種原部落用水池に源を有し銀戸山南麓を被い今在家、。

部落に於て本流に入る支流とをあわせる。

　（ハ）手飼尾東方の726m高地西麓の水源はiトロイデ

火山碑厨物とアスピーデ火山砕屑物との境からの湧水と’

考えられ・｛・．［L岩伏開拓團本部東方で伏洗し，叉直ちに

地表水と蒔つて北流し，ほ本海に注ぐ。

　（二）その他阿彌陀川支流には，’毫円山東麓H点及び北．

麓」点の二水源がある。毫円山西麓の湧水は直ちに嶺原一

東端に入つて伏洗する。交大李の標高1，000m附近印ち．

．川床一1，112m峠間の登山道路沿いには・数ヵ所に飲料

水供給程度の湧水地点があり火山碑屑物中を伏流或は地，

表流となり申ノ川に入るα

　（b）各水源に於ける湧水の地質的解釈

　（イ）甲ノ川の水源は，基盤をなす含石英黒雲母輝石安・，

山岩と崖錐との境と属われる地点から湧水し，一方大z卜・

のトロイデ火山砕屑物中を潜行する多量の伏流水は，甲

ノ川り東側の含石英黒雲母輝石安山岩の基盤に逢着し地．

表流となる。

　（ロ）阿彌陀川本流の水源は，谷底を埋める崖錐中より

の湧水と思われ，崖錐・河床礫の発達は比較的に薄く，・

川床川上E点で億棒端なy字形を奪す両岸の断崖と浅い

基盤のために自然堤を邉り，三鈷峯の水源の流水はここ

1ご於て一・時に盗流し水勢は盛んであるo
、豪流の手飼尾東麓の水源お点は，トロィデ基盤と火山嘱

20一（2SO）



弾屑物との境附近よりPの湧永でヲー、この場合はトロイデを　1

構成する含石英黒雲母輝石安山岩は不透水暦となり，ト

ロィデ火山砕屑物が帯水暦となづで湧水するものと解ざ

」れるQ閣、

ノ種原部落の用水池は，標高紅Om附近のアスピ轟デ火’

山陣屑物とこれを被う含石英黒雲母輝右安山岩との境よ

りg潭水を，地形を利用して堰をとめ，堰堤誰犀に成功

している。鍔戸山南麓で西方に極端に迂回する地域でF

’は・棋原東端火山埣屑物地帯を潜行レて来た伏浅水が・

．鍔戸山を構成する含石英黒雲母輝石安山揖の岩盤に阻ま

れて，これに合流するQ

　（ハ）726m高地西方D、点の水源は標高’650m附近に

あり，アスピーデ火山埣屑物とトロイデ火山砕屑物との

　　　　　　　ヤ境よりの湧水であろう◎年聞を通じて枯渇しないが，湧

　　　　　　り水地点は低位地にあるため水量は多くを望めないQ

　（o）7ド蔓塞水層と帯ガく暦

　不透水暦
二家表に表示ずれば，　　　　、　　　　ゼ

透水暦、の別l
　　　　　　I

岩、層　 名

　潜晶質柴輝石安山岩，含石
　英黒雲母輝石安山岩

’
．

アスピーデ火山碑屑物・ト
　ロィデ火山碑屑物、

　トロイデ崖錐，河床礫暦

一
ト
・
イ デ火山梓屑物との境界附近（726m高地D点附近、

では標高650m）にも一・居を予想することができる6然’

し裾野の地形は起伏が多く，岩石の露出獣況ほ複雑であ

るから，後者はヌ樺は＝一定せず，処セこ依り高低差が著し

》ものと考えうれるo　　　　　　　　・

　　　　　　7。結　鍮
　各地区毎に給水源は分散されているので，』以㊦各地区

別に順に述べよう。、　　曽　　　ぐ
　（a）大李の給水源たる崖錐下底部（A点）は，或程度の

保有水量を望めるが，地形的には大平主要部への誘導は．

茎難である。結論≧していえば本地区への有望な給水源

は求め難い。

　（b）岩伏への給水源としては，B点に源を発す為阿彌

陀川支流の流水を水路によつて，誘導すれば，或程度給

水の目的を果し得る。’

　導水路はト☆イデ火山韓屑物地帯であ為から・許す限　『

り急勾配をとる。

’（6）草谷原に対’しては，．川床上流20伽n（E点）に於て

両岸相迫まる熔岩地形を利用して堰堤を設置し，i導水路，

により誘導すQ

　三角ダムの設置に蘭しては，別に項目を改めて後述す

るo

　（d）上イ原に於ては：F谷の崖錐基底部が或程摩有望で

ある。含右英黒雲母輝石安山岩とこれを被う崖錐の間を

流下する地下水は，トロィデ火山碑屑物に阻まれている’、

一崖錐i基底部に，保有せられている。その聚水面積も可成

り大であるから，・当地点に於ては切割か坑道によづて聚，

水すれば目、的を達することができる。・

　（e）楓原地区では有望な帯水層は無く，毫円山西麓の

湧水も聚水面積が小さいから，多量の保有水量は望め

ず，從つて問題とならない。

　各地区に対する結論を綜合すれば・当地帯の給水源は

有望な帯水暦は存するけれども，北灘の降水を局部的に　，

集聚し得る様な大きな凹地形に悪まれないから，川床、一

（E点）に於て灌慨用兼発電用水を得る目的で堰堤を設置

し，入爲的な給水源を求める可きであると考える。

　なお前に指示した切割及び導水路の的確な地点及ぴ方

向に関しては，更に精密な現地調査を必要とするから本

調査に於ては大凡の記述に止めておいた6

　　8．』一阿彌陀川上流川床に於ける堰堤の設置

　位置は川床の上流200m附近で三鈷峯の東西に為多

2水源より下流約1，500m「である6　、1』

　附近は主鈷峯の構成する所謂御山熔岩が，北方に延ぴ　、

、て手飼尾の熔岩台地を形成している起点に当わ，E点で

．は東西から相迫まれる両壁は極端なるV字形をなし，天

然の堰堤を形成しているる岩盤は含石英黒雲母輝石安山

融

透水性の殆んどない岩石

透水性み小さい岩石

透水性の大きな岩石

　　　　　　　　　　　＼
　帯水暦・
　岩石秀布は大山の西麓の場含（既発表）と著しく異な

り，、從つて帯水暦の分布嫡一定の高低水準は参争まち・

まちで疹るo　　　●　　　　　　　　－

　rJU床一1，U2m峠闘の標高900～1，000mに亘る崖、

錐の下底部』崖錐の分布は比較的小さく且つ地形は小

’漢谷が発達し，局部酌に大なる地下の保有水量獄求め難

く・補助的役割を有する濯度であろう。

　「上ノ原高地の標高850m附近の崖錐」　聚水面積及

，び崖錐の分布も大きく特に：F谷崖錐下底部は比較的大な

る保有水量を期待し得る。

　「標高枷ゆ鮒汕柳イデ火鱒屑物である
カ∫ら，基底部は帯水暦としては不完全で且つ湧水地点は

低きに失する。　　甲

　（d）地下水面．．　　　　　　　　　　　　1、

　一定の高踵水準のない帯水暦の分布状況のために，’既

述各河川の水源地及び湧水点も高低が不規則である。大

山北麓を向心円1伏に取巻く崖錐と火山薄屑物との接触線

の標高は850mから1000mに及ぶから，　この高度に．

地下水面は当然予想されるQ又アスピーデ火山碑屑物と

9
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岩であるから，強度は大であ．り耐水性も十分であり，流

水の沈澱堆積作用も顯較的小さいから，堰堤建設基礎の．

條件を満足する。、

　堰i堤設置の目的は

　1・給加源をもたな、・草谷原への対策ξして，E点に
　　　　　　　　　　　　　テ
於ける河水面を30m前後引上げれば，導垂水路により

誘導力§可倉旨となるo

　2．1堰堤によつ叱得られる30m前後の落差を利用ず

る発電計画を実施し，将来開拓地帯の電力自給を計るo

これが実施が如何に阿彌陀川下洗溌域へ影響を與えるか
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　あ
を考察してみると，堰堤より誘導される草谷原への灌瀧

用水は杢流量の趣め七一部に過ぎないから，下流に及ぼ

す影響は殆んど無い．ものと考えられるQ　、

　　　　　　　　　　　　　（昭和22年12月調査）

5砿312．3；550．8（52エ．76；282．252）：624，3

を津川河水統制事業地質調豊概査報告、
原　　ロ　　九　萬＊
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実施した。地質調査は甲藤次郎・矢崎清貫がジ河川縦断

測量は尾崎衣男が当り，その総括には原口が当』？た。調

、査方法は，実の点に主眼をおく基礎地質調査を行い，恭

一リング等による補助調査は行わなかつたQ

　なお本事業計画に関しては，…巻末に事業計画概要を附

記する。調査は，各々目的によづて次の点に力奪壷し

たQ

　（1）溶瀬高堰堤の位置の槍討地形・岩蜀断風椿

蓬・笛珪・風化度・浸蝕・漂流物質について，施工上基

礎となるべき地質的資料を提供するに眼点を置く地質精

査をなし，特に漏水の有無に関して注意した。

　（2）導水路（トンネル）の経過地の地質　　岩暦の分布1

と，、走向。傾斜●山崩れ

　（3）湛水地域内の地質　山崩れ・地むり・渥水

④製灘嚇雛堤の顧　 ・
、

’

　（5）生子水圧管路の地質　岩質と傾斜

　（6）堰堤材料の調査

　（7）川原樋川の観察♂

　　　　　　1・廣瀬高堰堤の位置検討

　A．地形　先ず地形的に考察して，附第1図に示した

様に監高堰堤の比較線4本を選定し，下流からNo・1・No・

2，No．3及びNo．4と仮称する。各線に於ける高水

位の幅員（高さ水直上悔m），両岸め傾斜及び側面積を

示すと，次の通りである（附第2図参照）Q

　　　　　　　　　『

比較線

　　　　　　　　　　緒　　言

奈良縣聴土木部の依嘱によつて，首題の調査を喀和23・

年3月8日から同扮輿の5目問に亘つ宅，現地に於七

　＊大阪支班

　　地質月報第1聡第5號

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　22一（282）

No．1
NOi2
No．．3

No．4

高水位の
幅員（血〉

154

198

ユ61

133』

両岸の傾斜

右　・岸

55～37

　43

50～60

紬戸》60

左倒
　60
40～’50

塵0。》400

500｛ノ65

側面積
　（m2）

6，960

8♪400

6》640

5，400

後述の地質酌條件を無覗すれば，No．4の幅員は最短




